
電話

第 2 章
第 １ 節
第 １ 施策

① ② ③

a b
c d
e f

計 画 名 なし

　年度～　

（５）個別計画の概要

（４）総合計画･実施計画における概要   

保健所情報化推進事業

保健所業務情報システム運用要綱

地域保健対策の充実
総合的な地域保健医療体制の確立

平成13年度（評価対象年度）平成12年度

16,840
2.0

実   績

〔様式　１〕

042（769）8343

事 務 事 業 評 価 表

特　定　財　源

決算（予算）額

合　　計

人員・時間数
人　件　費

その他経費

事
　
業
　
費

指　標　①

５ 目標と実績

指標設定
の意図

目   標

年度

約６０万人

２ 実施根拠及び関連法令等

（２）対象（誰、何）
３ 事業概要
（１）事業の目的

基本施策名
施  策  名

保健所業務情報システムの運用の維持
リースで導入しているサーバ機５台、クライアント８
０台、プリンタ９台の維持管理
総事業費          １３，０７８千円
需用費                  ４６０千円
役務費　　　　　　　     １０２千円
委託料　　　　　　   ３，０５６千円
使用料及び賃借料　   ９，２９４千円
備品購入費　　　　     　１６６千円

保健所業務情報システムにより、保健所における対人、対物業務の情報処理を行い、
業務の効率化、市民サービスの向上を図る。

市民一般

対象
数

（３）平成13年度事業の内容

計画年次 年度

なし

指標式

指標名

実   績

13,078

16,840

18,296

2.0

0 35,136 29,918

13,729

16,840

13,574

16,840

30,56930,414

2.0 2.0

事業開始年度
１ 総合計画における位置づけ

12110

政  策  名 生涯にわたる健康づくりを進めます

事務事業名 事業コード

指　標　②
指　標　③

平成11年度

４　評価指標

実   績

〔金額単位：千円〕

目   標
平成14年度

担当部課名

主要事業計画対象の有無

地域保健 総務医事

平成１４年度
課 班

12

保健所

無
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  ③ e
  f

1

1

1

1

1

あ　る

な　い

あ　る

な　い

3

説明：

説明：

Ｃ：満足できない

保健所業務を円滑に遂行するために必要な業務と考えられる。

安定したシステムを提供することによりさ
らによくなると思われる

成果向上の余地

理由：
基本計画にあった２次開発まで全て終了しており、順調に稼動している。

Ａ：達成している　　　(α≧100%)

Ｂ：一部達成していない(100%>α≧80%)

Ｃ：達成していない   （80%>α)

   α＝①、②、③の平均値  ＝

×100=

評 価

（３）経済性・効率性･･･費用対効果は妥当か

Ｃ：適応していない

Ｃ：代替の可能性高い

（５）市民満足度・・・対象市民の満足は得られているか

システムで情報を一括管理することにより人件費の削減につながる。

理由：

理由：

理由：

理由：

評 価 Ａ：適応している
Ｂ：一部適応していない

評 価

Ｃ：妥当でない

Ａ：妥当である
Ｂ：一部妥当でない

Ａ：満足できる

Ａ：有効である

Ｂ：一部満足できない

理由：
Ｂ：一部有効である

Ｃ：有効でない

  

評 価

今後の進め方

継　    続

★ ★ ★ ☆ ☆

７ 総合評価

他自治
体の類
似事業
との比
較

保健所の業務をシステムで一括管理しているところは少ないと思われる。

評 価

（６）有効性･･･当該事業は上位の施策を実現する上で有効か

情報化されることにより業務の高速化が図られることから、待ち時間の短縮にもつ
ながり満足してもらえると思われる。

評 価

Ａ：代替の可能性ない

Ｂ：代替の可能性低い

 

６　個別評価

（２）必要性･･･時代変化に適応した事業内容か

（１）達成度･･･目標をどれだけ達成したか

評 価

①  a
b

  
 

 
②  c

 d

6

保健所のシステムであることから市が実施していくことが適当と思われる。

×100= ×100=

（４）事業の代替性・・・県、民間との役割分担のあり方から見て、市が実施していくことが適当か

近年の情報管理等はすべて電算処理で管理されており、保健所業務をパソコン
にて管理することは適応していると考えられる。

コスト改善余地

廃     止

完     了

８二次評価における変更点

説明

システムの保守体制は整えられており、迅速な対応が可能である。

システムを運営していく上でのコストの
削減は難しい。

見　直　し

≪評価バランスチャート≫ 達成度

必要性

経済性・効率性

事業の代替性

市民満足度

有効性

A

B

C

A

B

C

A

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ


